
【QR実践編】 
英語の歌を「intake」に変えるための実践ガイド 

― 荒れた教室でも機能する設計と、その背景 ― 
 
この資料は、本文記事「🍀『英語の歌』のその先へ」を読んでくださった先生方が、 
「実際の授業でどう動けばよいのか」という問いに対して具体を紹介するために書いた 
実践用ガイドです。 
 
英語の歌は、使い方と順番を誤ると効果が出ません。しかし、設計し直せば、教室の空

気・子どもたちの心・学びの質を確実に変えていく力を持っています。 
 
◆ よくある質問（簡易Q & A） 
 
現場の先生方から、特によく寄せられる質問をまとめてみました。 
 
１）荒れているクラスでも本当に大丈夫ですか？ 
２）歌いたがらない生徒がいる場合は？ 
３）音痴・恥ずかしがり屋の子への対応は？ 
４）時間が取れない時は、どこを優先すべき？ 
５）ALTとのTTでは、どこを任せるとよい？ 
 
それをSTEP⓪からSTEP⑥として、できるだけ「正解を押し付けない」視点で回答して

います。また、英語の歌を「聞いて終わり」「雰囲気づくり」で終わらせず、「思考・感

情・関係性」を同時に動かす教材にするための具体的なプロセスを整理しています。 
 
 
STEP⓪｜やってはいけないこと（導入前チェック）                                
 
まず、歌を入れる前に、次の状態でないかを確認してください。 
・目的が 「静かにさせたい」「空気を変えたい」になっていないか 
・歌詞の意味を扱わずに、いきなり歌わせようとしていないか 
・「聞いて」「歌って」で終わらせようとしていないか 
 
この状態で歌を入れると、生徒は「また先生の自己満足が始まった」と感じてしまいま

す。歌は“投入”するものではありません。 “扱う”教材です。 
 

STEP①｜歌は「音」ではなく「言葉」として入れる                                
 
目的：英語の歌で「主体的に考える姿勢」をつくる。 
 
具体プロセス 
１）いきなり歌を流さない 
２）曲名だけを提示し、内容を想像させる 



３）１回目は「理解するため」に聞かせる 
４）なぜその曲名なのか、根拠となるフレーズを挙げさせる 
 
教室で起きること 
１）騒がしさが「意味を考える沈黙」に変わる 
２）歌が「思考する材料」になる 
 
STEP②｜「そのままでは足りない」場面をつくる                    
 
目的 intake を起こす。 
具体プロセス 
・作者は、なぜこの表現を選んだのか 
・自分が一番気になったフレーズはどこか 
・日本語にすると、どう訳せるか （ここで訳詞家の訳を提示） 
※ この段階では、正解・不正解を決めません。 

 
教室で起きること 
・辞書を引く前に、文脈で考えるようになる 
・英語が苦手だった生徒ほど、意見を言い始める 
 
 
STEP③｜すぐに歌わせない。まず「読める」状態をつくる                
 
目的：英語の歌を「脈絡のあるストーリー」として捉えさせる。 
 
英語の歌は途中で止まりません。 前に戻ることもありません。つまり、 英語の語順のま

ま頭から理解する訓練として、 非常に優れた教材です。歌おうとしない理由の多くは 

「恥ずかしさ」ではなく、読めない、目が歌のスピードについていかないという不安で

す。 
 
具体プロセス 
・ペンを使って「差し読み」を指導 
・読んでいる語より２語先を指しながら読む 
 歌の速さで「読める」ようになると、自然に歌えるようになります。 

 
 
STEP④｜歌わない。でも「声は出す」                        
 
目的 集団の同調を、安心できる形でつくる。 
最初から歌わせません。 
・フレーズごとに 
・普通の声で 
・歌のスピードで音読 



* 教師は、「読めるようになれば、歌える」と明確に伝えます。 
 

教室で起きること 
・「歌わされる」という圧迫感がなくなる 
・音読練習によって一体感が生まれる 
・荒れの正体が「関係性のズレ」だったと見えてくる 
 
 
 
STEP⑤｜「使い道」を与える（出口をつくる）                                     
 
目的：今やっている活動を、将来の力と結びつける。 
 
具体プロセス 
・お気に入りのフレーズを１つ選ぶ 
・それを使って「自分のこと」を表現する 
・仲間と紹介し合い、コメントを返す 
 
教室で起きること 
・歌が「時間つぶし」から 自分の表現の道具に変わる 
 
STEP⑥｜「自分版ミュージカル」にする                                            
 
目的： unity（結束）を回収する。 
・意味を理解したあとで、 場面をイメージし、表情や抑揚を工夫します。 
・クラス全体が一つの歌声になると、 歌っているうちに自然と笑顔が生まれます。 
このとき、「このクラスでよかった」という感覚が、静かに育っていきます。 

 
◆教師が絶対にやってはいけないこと 
 
感情を持った人間を相手に、私たちは授業をしています。次の行為はNGです。 
・「せっかく準備したのに」という表情 
・ 他クラスとの比較 
・「今日はやる気がないのかな」という言葉 
 
荒れている教室ほど、 教師の感情はそのまま伝播します。また、歌は教師の気分を上げ

る道具ではありません。 
 
◆	うまくいかなかった時の補足メモ 
 
「失敗」から立て直すための視点 
英語の歌は、一度うまくいかなかったからといって、向いていないと判断する必要はあり

ません。多くの場合、次のいずれかが原因です。 
・歌を入れる「目的」がずれていたSTEPの順番が前後していた。 



・読み（理解）の指導を飛ばしてしまった。 
・出口（使い道）が用意されていなかった。 
 
③ 参考 実践の背景にある一冊 
 
ここまで紹介してきた実践は、思いつきや一時的な工夫ではありません。 
その背景にあるのが、次の一冊です。 
 

『英語の歌で英語好きを育てるハヤ技30』（2000年／明治図書） 
 
英語の歌を雰囲気づくり、ご褒美、時間調整で終わらせず、学級づくり・言語活動・心の

育成にまでつなげるための実践をまとめた一冊です。刊行後、全国の先生方から、荒れて

いたクラスが落ち着いた、英語嫌いの生徒が前を向いた、歌の見方が変わったといった声

が数多く寄せられました。 
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おわりに 
 
本文記事では、「なぜ英語の歌が効くのか」を、このQR実践編では、「どうすれば機能

するのか」を紹介しました。英語の歌は、私の旧友である北原延晃氏、田尻悟郎氏、久保

野雅史氏も熱心に英語の歌の指導に取り組まれました。それについては、カラオケ盤つき

の『授業で使える英語の歌30（正続）』（開隆堂出版）をご覧ください。 
 
英語の歌は、正しく設計すれば、教室を静かに、しかし確実に変えていきます。 


